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東京大学大学院理学系研究科

　　　　　　　　地質学教室 ・ 鉱物学教室

三 河内岳1 ・ 田中義広 2

1．初めに

　こ の 2 つ の 教室は 、New 　Campus と して紹介す

る の は場違 い な気 もす る ような老舗で すが、それ

ぞれ内部で の 多少の変化があ ります の で 、現在の

様子につ い て紹介し よ うと思い ます 。

2．場所および環境

　現 在の 地 質学 ・鉱物学教室の所在地は、本郷の

南側の竜岡門近 くにある理学部五 号館で 、 数学科

と同居 してお ります。 地学科の空間には、御他聞

に洩れず、石 こ ろ が転が っ て お ります の で 間違 う

こ とは まずあ りませ ん 。 同 じ地学科で ある地理学

教室、近い 分野の 地 球惑星物理学教室 （地物）や

地震研究所は別 々 の建物に入 っ て い ます、さらに、

地物 と地震研 は本郷 の 北側 （反対側） に あ り、出

か けて い くときは、それなりの 心の準備が必要で

す 。 今年の 夏に数学科が こ こ を引 き払 っ て 、地理

学教室が や っ て くる とい う噂が あ りますが、定か

で はあ りませ ん 。

　教室の位置は、地下鉄の駅 （本郷三丁目、湯島〉

や JR の御茶ノ水駅か ら近 く、交通の 面で は本郷

で も一
二 を争う便利 な所 と言 える で し ょ う。 しか

し、生協や 事務が遠 か っ た り、また何 とい っ て も

赤門を見るたびに新鮮な感動 をおぼえて しまうの

は 、ち ょ と辛 い と こ ろ で す。

　 ところで、理学部五号館は、新 しい 煉瓦 （もど

き）造 りの建物で す 。 さ ら に、し ょ っ ちゅ う清掃

屋 さんが来て くれ て 、床 を磨 きあげて くれ ますの

で 、結構きれ い で す 。 しか し、平 日の 昼間だけの

全館空調シ ス テ ム など、困り物の 近代的な設備 も

あ ります 。 つ まり、冷房は 7 月 の 中旬 まで 入 らな

い の に、窓はそ の 大きさか らは想像 もつ かない ほ

ど少 ししか開 きません 。 そ の ため、部屋の中で は

とて も研究に打 ち込む事が出来ず、み ん な野外調

査 に 出かけて しまい ます。

で も、その 7階建 て の 屋 上 に登る と、隣 に さ らに

高 い 本部庁舎がある もの の 、 新宿副都心 の 林立 す

る ビル 群 や東京タ ワ
ー、視界の 良い 日には 、筑波

山や富士山などをも望め 、 さら に は 、 墨田川の花

火大会を眺め る こ とも出来 ます 。

3．地質 ・鉱物

　学部で は、地質と鉱物は、同 じ地学科で も地理

とは 別 に、地質学 ・鉱物学 コ ース として
一

括 して

進学振 り分け の募集を行なっ て い ます 。 （進学振 り

分けは、 2年間 の 教養過程 の 後、進学する学部や

専門分野 を決め る もの で す。）つ まり、3 年の 間は、

地質 ・鉱物 の 区別な く両分野の 同 じカ リキ ュ ラ ム

を受けます 。 そして 、4 年に進級する際に 、 所属

する セ ミナ
ー

お よび講座に よ っ て 、どちらか の教

室の所属 となります 。 所属が決 ま っ た後は 、 書類

上 は全 く別に な ります 。

　 しか し、実際は 3年生の 一年間一緒で ある こ と
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や同 じ建物に い る こ とか ら、違 う教室で ある こ と

を意識する こ とは少ない で す 。 （ただ認識不足なだ

け？） さらに、地質学教室の惑星科学セ ミ ナ
ー

に

は、関連 の 深 い 隕石 に 関す る研究 を し て い る 鉱物

学教室所属 の 学生 も多数参加 して い ます 。

　それで は、各々 の教室につ い て紹介 しようとお

もい ます 。

表 1 ．地 質学教室 の構成 （教窒外の ス タ ッ フ を含 む ）
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4．地質学教室の紹介

　地質学教室には現在 8 つ の セ ミナ
ー

があり、教

官お よ び学生 は一つ も し くは複数の セ ミ ナ
ーに 所

属 して お ります。 （各セ ミナ
ーに つ い て は、表 1参

照）

　 か つ て 、 地質学教室は 5 つ の講座に分かれ て お

り、それがその ままセ ミナ
ー

となっ たの で すが、3

年前 に 7 つ にな り、今年 8 つ に な りました 。 地質

学教室 で の 最近 の 大 きな変 化 は 、4 年前 （もう昔

かな ？）か ら進級論文が な くなっ た こ とで し ょ う。

さ ら に 、野外調査な しで の卒論 も認め られる よう

に な りました 。
こ うして 、 野外調査の 出来ない （で

きる とい い なあ…〉惑星科学の 分野 も地質学教室

に受け入れ られるようにな りました。

　そ の よ うな風潮の お り、惑星科学セ ミ ナ
ーは 、

3年前、佐 々 木晶先生が広島大学か ら赴任 され て

い らしゃ っ た の を機に、誕生致 しました、

　現在で は、佐 々 木晶先生、永原裕子先生 と田近

英一先 生 の 3 名の 所属教官 と数名の学生 が 、週 に

一回、昼休み に集まっ て 、昼食をとりなが らセ ミ

ナ
ー

を開い て お ります 。 セ ミ ナ
ーで は、各自の研

究内容の報告の他に 、 読書会な どを行な っ てお り

ます 。

　佐々 木晶先生 の研究テ
ー

マ は、「い か に速 く宇宙

研 と本郷 の間を往復するか」とい うこ とで はな く、

「太陽系天体の起源 ・進化の 理論実証的研究 （最近

で は特に衛星の 起源）」で す 。 そこ で 、数値シ ミュ

レーシ ョ ン （駅 ス パ ー
トを使 っ て ？）を行 っ た り、

火星探査機（PLANET −B）搭載の ダス ト計測器の 開

発を し た り、
い ろ い ろ なこ とを同時平行処理 して

い て 当 セ ミナ
ー

の サ
ーバ ー

的存在で す。永原先生

は、「岩石セ ミナー」に も所属されて い まして 、「真

空実験と隕石の岩石学的研究による、固体惑星物

質の 起源 と進化の解明」 を研究 テ
ーマ と して 、超

低圧下 で の 相平衡 ・反応速度に関す る データ を得

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society for Planetary Sciences

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Planetary 　Soienoes

54

るため の 実験 な どを行 っ て い ます 。 田近先 生 は、

「表層環境物質循環セ ミナ
ー」に も所属 され て い ま

して 、 地球型惑星の表層環境の 安定性 ・変動 ・進

化に関する数値実験的お よび理論 的研究 を して い

ます 。 非常に 整理整頓に気を使 っ て お られ て 、X

線 を透過 させ ると逆格子点が見 られ る の で は な い

か と思われ るほど部屋を片付けられて い ます 。

　学生 に は、炭素質 コ ン ドラ イ トの成因を研究 し

て い る人、マ ン トル 遷移層 の 岩石学 レ オ ロ ジ ィ を

知るため に高圧実験 を行 な っ て い る人、火 山 ガ ス

の 同位体を測定 して い る 人 、金星の画像か ら構造

を考えよ うと して い る 人や溶岩流地形の シ ミュ レ

ー
シ ョ ン を して い る人 な どい て 、さま ざまな視点

で惑星科学 を考えて い ます 。 そ こ で、惑星科学 と

結び付 く分野 （勝手に結び付けて もい い で す）を

研究 して い て 、 惑星お よびその他の 天体に興味を

持 っ て い る皆 さん を歓迎致 します 。

5 鉱物学専攻の紹介

　鉱物学専攻は大きく分けて 3 つ の グル
ー

プに 分

か れ て い る 。 第 1 グル
ープは 、平成 7年 4 月着任

予定の村上 隆助教授 を中心に 、 環境鉱物学 とい う

ス コ ープで まとめ られ るような研究を行 なう。 主

な研究内容は、X 線や電子線 などに よる回折実験

お よび電子顕微鏡を使 っ た組織観察の手法などに

よ り地球表層で の 固体物質と気相 ・液相 との 関わ

りあい の素過程を探る研究である 。 その 他 に温度、

液相の 化学組成など外部の 物理的 ・化学的条件の

変化を ミク ロ に 追跡 してそれ らの 環境に及ぼす影

響などを解明 した り、関連 した反応の 素過程を実

験的 に解明す る研究 も行 なう。 第 2 グ ル
ープは、

固体地球 ・惑星の 基本的構成物質として 重要な鉱

物 の 物質科学的研究か ら、こ れ らの形成と進化の

歴史を推定す る こ とを研究の 中心課題 としてい る 。

隕石 や 月試料、地球初期の 物質な ど 太陽系内に分

布す る広域 な物 質を対象 と し て お り、 X 線回折 、
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透過 ・走査電子顕微鏡を用 い た種々 の微小領域の

解析手法を用 い て 研 究を行 な っ てい る 。 そ して第

3 グ ル ープは 、「惑星物質進化論」と題 する平成 4

年に新設の 大学院重点化 コ ース で 、近年の惑星探

査お よび南極隕石に よる膨大なデ
ータ を用い 、太

陽系の 進化 を物質科学的 な面 か ら研究 を行な っ て

い る 。 具体的に は 、鉱物の 反射ス ペ ク トル デ
ータ

に よ る惑星及び小惑星表面物質の 研 究、隕石 の 物

質科学的研究をもとに原始太 陽系星雲 ガ ス か らの

固体微粒子、微 惑星 、惑星 の形成に 至 る進化過程

の計算機シ ミ ュ レーシ ョ ン を利用 した研究な ど を

進め て い る 。 こ れ ら 3 グ ル
ー

プ の ほか に 、物性研

究所の新物質開発部門、超高圧研究部門で研究 を

行 なっ て い る学生 もお り、さらに希望 すれば宇宙

科学研究所、地震研究所や天文学専攻の教官 に つ

くこ とも可能なシ ス テ ム にな っ て い る 。

　 こ れ らの 3 グル
ー

プの 中 で 、い わゆ る惑星科学

の分野を研究 して い る の は、第 2 、3 グル ープで

ある。現在、第 2、3 グル
ープの ス タ ッ フ に は、武

田弘教授 （平成 7 年 3 月退官予定）、宮本正道教

授、ワ レ ン P．H ．教授、大隅
一

政教授 （高エ ネル

ギー物理学研究所併任）、田賀井篤平助教授がお

り、学生 の指導に あた っ て い る 。 こ の うち 、 武田

教授が ア ポ ロ 月探査の遂行時に ア メ リ カ の NASA

で取 り組ん だ月試料 ・隕石 の 研究が、惑星科学 の

分野まで研究領域を展 開した鉱物学 として当教 室

に もた らされた 。 武田教授 は、その後 、月試料を

含め て数多 くの 隕石研究に従事 し、こ れ ら隕石 の

研究 を中心と した 「固体惑星物質科学」 とい う学

問分野は、我 々 の教室の研究分野の
一

つ の大 きな

柱 とな っ て い る。特 に エ コ ン ドラ イ トと言 われ て

い る始原的な物質が一度溶けて それ が結晶化 して

で きた隕石 の 研究は 、我 々 が精力的に研究 を行な

っ て い る分野で ある 。
こ れ ら 、 各種隕石の 分析手

法は 鉱物学的手法をバ ッ ク グ ラ ウ ン ドに多岐にわ

た っ て い る 。 当教室が有する、各種X 線回折装置 、
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走査型電子顕微鏡 、透過型電子顕微 鏡、酸素分圧

制御電気炉 な どす べ て の 装置を駆使 して隕石を研

究 す る こ とは 、我 々 の グ ル
ープ だ けが持ち うる技

で 、こ れ ら の デ ータ を もとに太陽系誕生か ら進化

の 歴 史 に 迫 ろ うと して い る 。 太陽系 の 歴史を紐解

く、ロ ゼ ッ タ ス トーン とも言 わ れる隕石 も、それ

を読む た め の 多 くの バ ッ クグ ラ ン ド的研究手法が

あれば こ そ、は じめ て 読み こ なせ る もの であ り、

我 々 は鉱物学こ そそれ を可能にする と信 じて研究

を押 し進め て い る 。

　現 在、第 2 グル
ー

プの 教授に は、今年度 の 1 月

か らア メ リカ の カ リフ ォ ル ニ ア 大学 ロ サ ン ゼ ル ス

校 （UCLA ）の 教授 で もある ワ レ ン 教授が着任 し

て お り、教室内 に は、彼の少 々 早 口 の 英語が し ば

しばこ だまして い る 。 彼の おかげ （？）で 、我々

は し ょ っ ちゅ う英語 を使わ ざる を得ない ような状

況 に遭遇 し、今後 の 語学力向上 が期待 され る ？

おそら く彼は 理学部始 まっ て 以来初の外国入教授

で （明治時代のナ ウマ ン とか、そうい う入 は もち

ろ ん 除 く）あ ろ う。 ち な み に 彼 は 、月試料 や 隕石

を微量元素の測定などを中心に地球化学的手法で 、

バ リ バ リ と音 を立 て るように精力的に 研 究して い

る人で 、い わゆ る鉱物学以外の話に も長けて お り、

学問面 で の寄与 も （こ っ ちの方が もち ろ ん）多い 。

また、第 3 グル
ー

プ の宮本教授 もワ レ ン教授に引

けを とらない 声で 、謎 の 関西 ギ ャ グ を交えた 話術

を展開してい る。宮本教授 の研究分野 は 、さき ほ

ど紹介 した第 3 グ ル ープの す べ て で 、い ろ い ろ な

研究手 法をこ な し て い る 。 こ れ らの 2 人が、現在、

当教室の惑星科学の 分野の研究を引 っ ぱ っ て い る。

大学院学生 で
、

こ の 第 2 、3 グ ルー
プに所属 して

い る学生 は、10人ほ どお り、それぞれ の指導教官

の もとで 研 究に励んで い る 。

　平成 6 、 7 年は、こ れ まで 第 1、第 2 グル ープ

の指揮を執 っ て い た床次、武田両教授 の 定年退官

の年で 、ち ょ うどス タ ッ フ の 入れ代わ りの 時期に
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な っ て い る 。 そ の ため現時点で こ の先の 当教室が

どの よ うな人員構成に なっ て い くの かは 、まだ は

っ き りして い な い
。 しか し な が ら、太 陽系誕生 か

ら現在我々 が目にして い る ようなバ ラ エ テ ィ に富

ん だ惑星 に 物 質が進 化 して い く過程 を研 究す る

「固体惑星物質科学」が当教室の
一

つ の 大 きな研究

テ
ー

マ で ある こ とに 変わ りは ない 。

　こ の 文章は、実は私の修士論文発表の前 日 に書

か れ て い るの で 、情報の 不 備が あれ ば ご容赦下 さ

い 。なお 、修士過程 、博士過程に他大学か ら入学

を希望する 方 は 、当教室まで直接ご連絡下 されば 、

さまざまな ア ドバ イス を い た します 。 現在、大学

院修士 の 定員は学部生 の 定員の 倍に な っ て お り、

他大学 か らの大学院 入学は比較的楽な状 況 に な っ

て い るの で はと私は推測 して い るのですが…　惑

星に興味ある学生だけで な く、鉱物学 とは少 し離

れ て い るとい う学 問分野 を学ぼ うとす る学生 も積

極 的 に受け入れ て い くの が 当教室の 方針 なの で 、

興味の ある方は ぜ ひ
一
声かけて み ましょ う。

6．連絡先

地質学教室

　〒 113　東京都文京区本郷 7−3−1

　　東京大学大学院理学系研究科地質学専攻

　　Phone　 O3．3812−2111 内線 4501 （地質事務）

　　Fax　　O3−3815−9490

鉱物学教室

　〒 113　 東京都文京区本郷 7−3−1

　　東京大学大学院理学系研究科鉱物学専攻

　　Phone　 O3．3812−211t 内線 4545 （鉱物事務）

　 　 Fax　 O3−3816 −5714

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


